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　11月14日（火）、第12回邑南町総合社会福祉大
会を邑南町地域福祉推進４者会議が中心となって、
健康センター「元気館」で開催しました。
　表彰式典では、これまで邑南町社会福祉協議会の
発展などに功績のあった方や多年にわたり在宅で介
護し要介護者の在宅生活の維持向上に努められてい
る介護者の方に対して邑南町社会福祉協議会会長表
彰並びに感謝状の贈呈が行われました。続いて邑南
町老人クラブ連合会会長表彰として32名の会員の
方々への表彰も行われました。
　記念講演には、落語家の春雨や落雷さんを講師に
お迎えしました。第一部は、来場していただいた参
加者の皆さんに落語の世界を観て聴いて、笑って、
楽しんでいただきました。第二部は“いきいき医学
講話”と題した「笑いと免疫力…そして健康」のタ
イトル通り、免疫力を高めるための笑いの創り方や
気持ちの持ちようなど、笑いの不思議な力について
面白おかしくお話ししていただきました。
　終わりに、大会宣言が決議され「ひとりひとりの
尊厳が重んじられ、だれもが互いに支え合って心豊
かに暮らすことのできる邑南町づくり」の実現を目
指すことを参加者全員が強く誓いました。

　　邑南町総合社会福祉大会を開催しました！
第
12
回

　社会福祉協議会会長表彰
○「社会福祉事業功労者」受賞者
　三上隆三
○「在宅介護功労者」受賞者
　三上カツミ・石田雅春
　山田正市・堀田和廣・堀田優子
　板屋美則・岡本友造・大坪啓子

社会福祉協議会会長感謝
○「社会福祉事業協助者」受賞者
・高原絵手紙文通サークル
・阿須那絵手紙サークル
・ちいさなろうそくの会
� （順不同/敬称略）

　邑南町老人クラブ連合会会長表彰
　　「一般功労者」受賞者の方々
� （順不同／敬称略）
氏　名 所属老人クラブ 氏　名 所属老人クラブ
原名与三郎 阿須那むつみ会 日野美和子 亀 谷 緑 樹 会
三上　時美 阿須那むつみ会 日高　邦惠 鱒 渕 睦 和 会
三上マサミ 阿須那むつみ会 日高郷太郎 鱒 渕 睦 和 会
田中　豊子 口 羽 百 寿 会 三上榮實子 出 羽 老 壮 会
小田　忠士 市 木 寿 会 皆川　照枝 出 羽 老 壮 会
小田ミツノ 市 木 寿 会 右田　周作 和田原総南会
日高　幸二 市 木 寿 会 井上　武義 高 海 冠 寿 会
星野　暢子 市 木 寿 会 渡邊アサエ 東 部 寿 朗 会
迫田　賢三 上田所長栄会 坂本　利江 中 部 寿 朗 会
洲濵　　進 上田所長栄会 髙瀬　良子 日 貫 悠 和 会
廣瀬　延子 上田所長栄会 静間　明子 日 貫 悠 和 会
松本　重義 上田所長栄会 髙橋由美枝 日 貫 悠 和 会
嵐　　サイ 中 組 寿 老 会 花田　君子 日 貫 悠 和 会
品川　正幸 亀 谷 緑 樹 会 竹橋　徳之 日 貫 悠 和 会
洲濱　　弘 亀 谷 緑 樹 会 田形　貞文 日 貫 悠 和 会
日高　利博 亀 谷 緑 樹 会 南原　愼人 日和ときわ会

記念講演の講師　春雨や落雷 さん
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　邑南町では、2020年開催の東京五輪・パラリンピックで地方創生などに繋げる「ホス
トタウン」に登録され、フィンランドゴールボールの事前合宿誘致を目指すと共に、町を
挙げて「あいサポート運動」を推進しています。
　「あいサポート運動」は、様々な障がいの特性や、必要な配慮を学び、日常生活のなか
での困り事にちょっとした手助けを行い、誰もが暮らしやすい地域社会（共生社会）を皆
で一緒につくることを目的とした運動です。
　今後はさらに福祉先進国“フィンランド”の先進的な実態を取り入て、邑南町の福祉施
策に生かし、誰もが排除されない地域づくりを町行政と共に目指したいと思います。

「違う」ことが壁じゃない、「知らない」ことが壁になる

邑南町は“あいサポート運動”を推進します！

邑南町役場さんからも続々と“あいサポーター”が誕生！
11/22（水）、役場瑞穂支所、教育委員会の
職員さん約15名が元気館にて受講。

11/24（金）、役場本庁の職員さん約20名が
受講。

奨学資金貸与事業のご案内
　この事業は、町出身の学生で、経済的な
理由によって就学が困難な方に対して、無
利子で学資を貸与する制度です。
　高校、大学等の在学中の方にも貸与可能
です。お気軽にご相談ください。

受付期間：平成30年1月11日（木）～2月9日（金）

社会福祉協議会
☎84-0332 ☎050-5207-5434まで

お問合せ先

平成30年度奨学生募集!!

〈無利子〉

“あいサポート運動”に関するお問合せ先　社会福祉協議会／℡84-0332

日常生活でよく使う
簡単な手話講座
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　社会福祉協議会では、毎年11月11日から
12月10日までの邑南町地域福祉推進月間に
あわせて11月の第2土曜日を「邑南町ボラン
ティアの日」と定め、それぞれの地域の環境
美化活動を実施しています。今年は、11月
11日（土）を中心に、地区社協や自治会、
ライオンズクラブ、老人クラブ、婦人会、ス
ポーツ少年団、一般住民等のみなさまのご協
力により、約379名の参加がありました。

　「ボランティアの日」の活動は、住民自らすすんで参加することで、さまざまな人と
知り合ったり、共に助け合い協力することでつながりを拡げ、地域力の底力を高めてい
ただく活動のひとつとなっています。ボランティアは自分にできることから始められる
身近な活動です。社会福祉協議会では、この活動をきっかけにボランティアの輪を地域
に拡げ、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを推進していきます。

つながる。広がる。ボランティアの輪

今年は379名が『ボランティアの日』の活動に参加!
自分にできることから始めてみよう！
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　11月22日（水）矢上高校３年３組の選択科目「生活と福祉」履修生18名と、石見地
域東部寿朗会16名の方々との地域交流会“産業技術科研究発表会”が行われました。
高校生の爽やかなパワーと矢上高校のコーディネーターのアイデア、そして地域の方々
の温かく迎える気持ちが混ざり合い、にぎやかで楽しいとても充実した協働事業となり
ました。高校生の飾らない若い姿に触れた参加者からは「こんなに楽しい会になって良
かった。またやろうね。」などの感想が聞かれました。島根県福祉教育推進協議会副委
員長や県社協担当者も視察に訪れ、「参加者相互に素晴らしい影響を与えあう福祉教育
活動でした。」と講評されました。学校や立場の枠にとらわれない多種多様な人と人の
つながりが福祉教育の目指す姿です。継続していくことで地域の寄りたい場所・学びあ
いの場所の一つになればと思います。

　11月は上記のスポーツ少年団２団体に協力いただき街頭募金活動を
実施しました。ありがとうございました！

福祉教育推進　「 ふくしの学びあい！」

今月の赤い羽根共同募金 瑞穂スポーツ少
年団野球部

石見アロウズ
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東部センターたより
社会福祉法人邑南町社会福祉協議会 
東部サービスセンター センター長 坂之上　實

邑南町下口羽384番地／TEL87-0843

　東部デイサービスでは、利用者のみなさんと稲刈りを
しました。金色に輝く稲を刈りながら、田植えからの作
業を楽しく振り返り話が弾んでいました。美味しい米に
なるよう、稲刈りの後には「はで干し」に挑戦。農業の
経験豊富な利用者の皆さんに、はでを一から全部作って
いただきました。はで干しした後、みなさんの手で脱穀
してお米になりました。収穫したお米はみなさんで美味
しくいただきました。

●たまに帰省すると冷蔵庫の中に同じ
ものがいっぱいあったり、血圧の薬が
残っていたり…今までと様子が違う、
もの忘れが始まっているのかなぁ？

　東部居宅介護支援事業所は、利用者の方や
ご家族の方々の様々なご相談に応じていま
す。ひとりで悩まないで、どうぞお気軽にご
相談ください。

●家でよく転ぶが杖か手すりがあった
らいいと思うんだが…。

●近所の方なんだが同じことを何回も
聞いて来たり、今までとちょっと様子
が違うので心配。

●今まであれだけ出かけていたのに今頃は
家で寝たり起きたり。デイサービスに行っ
てもらってはと思うが…。

●脳梗塞で入院していた。もうすぐ退
院するが家でどのように過ごせばいい
のか相談したい。

東部居宅介護支援事業所

 邑南社協東部居宅介護支援事業所　℡87-0843／IP050-5207-4626

お気軽にご相談下さい！

東部デイサービス
「稲刈り」をしました。

こんな相談が
      寄せられています。

脱穀

はで干し

稲刈り

おおなん社協  2017.12  No.158 （6）



1月 行　　　事 開 催 場 所
1 月
2 火
3 水

4 木
仕事始め
社協なんでも相談 社協各サービスセンター

5 金
6 土 瑞穂地域子育てサロン 元気館 10時～11時半
7 日
8 月 成人の日
9 火 肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時
10 水

11 木
奨学生募集～2/9まで
社協なんでも相談 社協各サービスセンター

12 金
13 土
14 日 地域包括ケア推進シンポジウムinおおなん 元気館13時半～
15 月
16 火 肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時
17 水
18 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
19 金 こころの健康相談 元気館 13時半～15時半
20 土 法律相談 西部サービスセンター 10時～
21 日
22 月
23 火 石見地域子育てサロン 矢上交流センター 10時～11時半
24 水
25 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

 1月

高原小学校の３年生児童が

届けてくれました！
を

各種相談会に関するお問合せ先
※日程等が変更になることもあります。事前の予約が必要です。

こころの健康相談
県央保健所窓口　☎0854-84-9823

エイズ・肝炎相談・検査
県央保健所窓口　☎0854-84-9826

　11月24日（金）、高原小学校３年生
の平川優葵菜さんが育てた植物「マザー
リーフ」を社会福祉協議会へ届けてくれ
ました。当日は、平川さんが、老人クラ
ブの役員の方やデイサービスの利用者の
方々ひとりひとりにマザーリーフを手渡
しでプレゼントしてくれました。マザー
リーフは１枚の葉っぱからたくさんの小
さな子株が出来る可愛らしい植物で「子
宝草」とも呼ばれているそうです。みな
さん、思いがけないプレゼントに加えて
平川さんの素敵な笑顔にほっこりと癒さ
れた様子でした。

法律相談会のご案内

　開催日：1月20日㈯ 10時～
　場　所：西部サービスセンター（中野）
　相談員：弁護士　本家  泉衣 氏
　申込先：社会福祉協議会

℡84-0332まで

予約が必要です

「マザーリーフ」

お知らせカレンダー

詳しくはP8をご覧ください！
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●日　時　
●場　所
●対　象　地域住民、保健、福祉、医療、行政関係者等
●目　的　住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けるためには、
　　　　　健康づくりや生活支援など、地域ぐるみの取り組みが大切です。
　　　　　住民自らの支え合いによる「地域包括ケア」について、県内の先進事例や邑

智郡内の活動報告により理解を深めます。また、参加者同士で意見交換をす
ることで、住民が主役の地域包括ケアについて考える機会とします。

　⑴　講演（60分）
　　　講師：「ＮＰＯ法人たすけあい平田」　理事長　熊谷美和子氏
　　　　　　「困ったときはおたがいさま」の市民によるたすけあいとして活動
　⑵　活動報告（60分）
　　　　①「口羽をてごぉする会」　　　　事務局長　小田　博之　氏
　　　　②「ＮＰＯ法人別府安心ネット」　理 事 長　樋ケ　昭義　氏
　　　　③「三原の郷未来塾」　　　　　　事務局長　平田恵美子　氏
　⑶　意見交換（60分）
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― お申込等に関する問い合わせ先 ―
役場福祉課／℡95－1115または、県央保健所／℡0854－84－9813

地域ケア推進シンポジウムinおおなん
住みなれた地域で、自分らしい暮らしを続けるために

平成30年１月14日（日）13時半～16時半
田所公民館

参加無料
※要申し込み
1月9日まで

　社協では、ボランティアさんの協力を得て配食
サービスのお弁当に月一度、絵手紙を添えてお届
けしています。
　毎月はがきには季節を感じさせる絵と真心が込
められた優しいメッセージが添えられています。

今月の絵手紙

協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

 

「
高
原
絵
手
紙
文
通
サ
ー
ク
ル
」

「配食サービス」に関する
お問い合せ先

社会福祉協議会
℡84-0332
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